
薬事日報　薬学生新聞

　さて今回は「自分に自信をつける
こと」の大事さについてお話します。
私は薬学生から「自分に自信が持て
ない」とよく聞くのですが、なぜ自
分に自信が持てないのでしょうか。
　自信の有無には、その人の今まで
の達成経験や成功経験の数が関係し
ていると言われています。例えば、
大学の講義でグループリーダーを担
当することになった際に、中高時代
に何度もその経験をしたことがある
人なら、「私ならできる」と積極的
に引き受けるでしょう。しかし、あ
まり経験がなく、しかも上手くでき
なかった記憶しかなければ「きっと
失敗するからやりたくない」と思う
でしょう。
　ということは、今からたくさんチ

ャレンジして、失敗もしながら成功
する経験の数を増やしていけば、将
来は「きっとできる」という自信を
持った自分になれる、ということな
のです。皆さんおわかりのように、
段々と自分に自信がついてくると、
物事を前向きに捉えられるように
なり、不思議と次々にチャレンジし
たくなるし、その経験を重ねた結果、
知らぬ間に、自分の見ている世界
が広がっていますよね。これは、人
の成長に本当に大事なことなので
す。
　この「自分はきっとできる」と思
いながらチャレンジし、結果を出し
ていくことを「自己効力」と言いま
す。例えば、プロスポーツ選手など
はこの力を発揮し、活躍しています。

以前、あるプロゴルファーがＣＭで
「自分を信じられるようになるまで
練習する」と言っていました。自分
を信じられるようになる、つまり、
自分はこの緊張した場面でもきっと
いいショットを打てて勝てる、と自
分に言い聞かせて行動できるのが
「自己効力」のことで、それには何
度も何度も練習することが大事なの
だと言っています。
　薬学生の皆さんは、学生生活やア
ルバイトで、これから先幾度も失敗
するでしょう。でも、失敗から学ぶ
ことはたくさんあります。そして何
度失敗したとしても、その中で１回
でも成功すれば、違う世界が見えて
きます。チャレンジを楽しみましょ
う。
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　この動画には、神戸学院大学薬学部
薬品化学研究室に所属する５年生（制
作時４年生）13人が登場。キャンパ
ス内の回廊、広場、模擬薬局、図書館、
エントランス、講義室、研究室、実習
室、隣接する公園など様々な場所を背
景に、入れ替わりながら、恋する相手

への気持ちを自ら綴った言葉で熱く歌
っている。
　曲の進行に併せて背後で展開される
ストーリーも薬学生自身が考えた。キ
ャンパスで出会った気になる女性に自
分の気持ちを届けたいと考えた主人
公。飲めば自分のことを好きになって

もらえる薬「スキニナ
ール」の合成に取り組
み、いざそれを女性に
手渡す場面になって
「この想いはクスリじ
ゃ伝わらない。ちゃん
と自分の言葉で伝えな
きゃ」と決意する。薬
の研究開発に関わる情
熱や、「少しの勇気が
あれば未来は変えられ
る」というメッセージ
を動画に込めた。
　「恋ダンス」の流行
をヒントに、薬学生主
体のプロモーションビ
デオを制作したいと考
えた神戸学院大学薬学
部が学内で参加者を募
った呼びかけに、薬品
化学研究室に所属する
関拓海さん（当時４年
生）が「研究室の同学
年13人でやってみた

い」と応じた。薬学生が考えた歌詞と
ストーリーをもとにプロが作曲や撮
影、編集を担当し、約２カ月で完成。
今年４月下旬にYouTubeで公開した。
　「一番苦労したのは作詞だった。研
究や実験の合間や講義の後に集まっ
て、必死に軌道修正しながらなんとか

想いが届くといいなと思って作詞を進
めた」と関さん。「この動画は受験生
に向けて作ったもの。この学部で素
晴らしい仲間に出会えることや、自分
次第で輪を広げて想像したことを形に
できることを、神戸学院大学薬学部を
受験する受験生に伝えたい」としてい
る。
　主演の１人を務めた大河内美冴さん
も「撮影はとても楽しかった。友達の
優しさにも感動した。１人で歌うシー
ンでもカメラの外で一緒に歌ったり、
寒さに震えているとコートを被せてく
れたりした。この研究室に入ってよか
った、この学校に来てよかったと、撮
影を通じて改めて感じることができ
た」と振り返る。
　既存のものとは異なり、大学の宣伝
色はほとんどない異色のプロモーショ
ンビデオだが、神戸学院大学薬学部の
担当者は「薬学生がのびのびと活躍で
きる大学の雰囲気や、薬学部がある
ポートアイランドキャンパスのアピー
ルにつながったのではないか」と話す。
一般的に高校生は、講義や実習が密に
詰まった薬学部の学生生活は大変そう
だという固定観念を持っているが、同
世代の薬学生が楽しく過ごす様子を動
画で見てもらうことで「その固定概念
を崩し、薬学部への関心を深めてもら
いたい」としている。

　現役の薬学生が出演し大学のキャンパスを背景に歌って踊る、神戸学院大
学薬学部のプロモーションビデオ「恋のクスリ」がYouTubeで公開されてい
る。ロック調の曲にのって薬学生が、恋する相手への想いを熱唱。ストーリー
構成や作詞も自ら手がけた。開放的なキャンパスの空気感や、日々の学生生
活の楽しさを４分42秒の動画に織り込み、受験を控える高校生に向けて、
神戸学院大学薬学部の魅力を同世代の目線でさりげなく伝えている。
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